



















English ability of Japanese people has long 
been a major issue of Japanese education and 
among Japanese parents. Although there are 
some environmental difficulties such as the 
homogenous culture, history of being closed from 
the outer world in the Edo period, few native 
speakers of English in the society, and lack of 
opportunities of communicating in English, the 
prime obstacle remains to be the learning method. 
Based on such a concern, the paper is aimed at 
revealing the causes of difficulties in learning 
English in the Japanese educational settings, 
especially in elementary schools and considering 
the introduction of PHONICS, a learning method 
of English pronunciation and spelling. Then it 
continues to draw attentions to the expansion of 
the role of English as an international language, its 
control over the global market, and the “English 
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の部分のみ入れ替えて、I can walk.（歩く）、 













く、また使い方も比較的易しい。The apple is 
ON the desk.（りんごが机の上にある）といっ
た簡単な文を用いて、in（～の中に）、under
（～の下に）、above（～の上に）、in front of（～
の前に）、behind（～の後ろに）といった基本
的な前置詞については早い段階で紹介してお
くと英語に対する理解が深まりやすくなる。
　このような方法で、フォニックスを応用し
て、英語の音声と文字、そして綴りと文の規
則性に関して理解を深められれば中学校以降
の文法の習得や、コミュニケーションの道具
としての英語の能力の向上に必要な土台が十
分に準備されたことになる。また、現在の中
学校以降の英語教育やシラバスに大きな変更
を加えずに小学校の英語教育を整備すること
ができるという利点もある。
③ 文法：「単語」から「文」へ（中学校）
　小学校の英語教育の中でフォニックス（音
声と文字と綴りのルール）の習得が完成すれ
ば、中学校の3年間における英文法の理解が
深まることが期待される。裏返せば、小学校
でフォニックスの習得に時間を費やすことで
現在の中学校の英語教育を大幅に変更しなく
ても、英語の理解度と運用能力を伸ばしてい
くことはできると考えられる。また、中学校
入学時点で多くの生徒が一定の日本語の運用
能力を保持していると考えられるため、早期
の英語学習が母語である日本語の習得に影響
を与える可能性は少ない。
　小学校の英語教育で音声と単語と綴り
（フォニックス）の理解が深められれば、中
学校では文法を応用した英作文の作成により
多くの時間を費やすことができるようになる
だろう。まずは英語で自己紹介をする、日記
をつけるといった簡単な英作文から始まり、
その後は自分の感想や意見を述べる活動につ
なげていくことで、外国語で自分自身を表現
し意見を述べる運用能力の育成につなげるこ
とができる。
④ コミュニケーション：「作文」から自己表
現へ（高校）
　そして高校の英語教育では、日常的な活動
について述べる「日記」的な英作文から、自
分の考えや意見を述べる内容へと発展させて
いきたい。将来の夢や、自分の考えを英語で
論理的に述べる活動を含めていくことで自分
自身の個性をより深く知り、それを相手に分
かりやすく伝えるといったコミュニケーショ
ン中心の英語の授業を構成すべきである。ま
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たメールや手紙の書き方やスピーチ、プレゼ
ンテーションの仕方なども実践的に学習し、
実際に「英語で行う活動」を含めることで、
英語を使える（外国語の運用能力を持つ）人
材の輩出を目指すべきだと考える。
　また、前出の通り、現在の高校の英語学習
は主に大学入試を目的としている部分があ
り、そこには非常に大きな偏りがある。大学
の入学試験では英語のリーディング（読解）
の試験しか行われないことが多く、4技能の
うち3つ（聞く、書く、話すの能力）が含ま
れていないのである。そのため、高校の英語
教育と大学入試の時点で英語学習は完全に、
単語の暗記と難解な英文の読解に集約され
ることとなり、「コミュニケーションの道具」、
そして「自己表現の手段」としての英語の能
力は全く育成、評価されないことになる。こ
の功罪は多大であり、真剣に見直しを検討す
る必要がある。
　そのため大学での英語教育は、まず大学入
試の現状に大きな問題があると言わざるを得
ない。小学校、中学校、高校とリスニングや
スピーキング、英作文の能力の向上に努めて
いるにも関わらず大学入試では多くの大学で
英語のスピーキング能力はもちろんリスニン
グや英作文も含まれていない。非常に難解な
英文を読み、単語の並び替えや文法問題に苦
戦した挙句、多くの学生が「英語なんて分か
らない。結局、自分の人生に英語は不要だ」
と結論付け、それ以降、外国語の習得を完全
に諦める。そして、また「英語ができない日
本人」が増えていくという悪循環に陥ってお
り、自信を失い「内向き」になり、外国と外
国人に対して閉鎖的で排外的な傾向を強めて
いく者もいる。今の日本の若年層の中にあ
る「内向き」の傾向と排他的な風潮の背景に、
間違った外国語教育と評価の実態があるとは
言えないか。
　また、シューマン（Schumann）によると、
言語の習得度は、その言語を使っている文化
に対する適応度と比例すると考えられ、外国
語の習得は「文化適応」の過程であるとされ
ている。例えば、英語を母語とするアメリカ
の文化を受け入れ、柔軟に適応できる人ほど、
その文化を反映する言語（英語）を習得しや
すくなると考えられる。言い換えれば、文化
に対する適応度が低く、自国の文化に固執し、
外国の文化を拒絶する傾向が強い人は、その
文化の言語を習得することが難しくなる可能
性がある。このように、文化に対する適応度
と言語習得に関連性があるとすれば、言語理
解（英語）に対する苦手意識が欧米文化に対
する不適応を引き起こし、結果的に自国文化
に閉じこもる閉鎖性や排他性を増幅させてい
く可能性も否定できない。これらの文化的問
題も含め、大学入試の問題に、かつてから大
きな懸念を抱いている文部科学省も大学入試
改革を唱えているものの、最終的な英語学習
の評価方法を根本的に再検討しない限り、本
当の意味で外国語の能力を高めることはでき
ないだろう。
⑤ ディスカッション：自己表現から論理的
文章へ（大学）
　現状の大学入試のあり方には大きな問題が
あるものの、大学での英語教育は「読む」こ
とに留まらず、運用することに重点を置くべ
きである。具体的には英作文、ディスカッショ
ン、ディベートの能力を重視し、英語を使っ
て会話をし、自己を表現し、意見を述べ、相
手を説得する能力の向上を目標とする必要が
ある。英語でのEメールの書き方や、CV（履
歴書）の書き方、プレゼンテーションの仕方、
ディベート（討論）なども授業内容に含め、
自分の意見を展開し、相手を説得するような
学習（訓練）の機会を提供すべきである。そ
れこそが大学を卒業後、社会で本当に必要と
される外国語の能力であり、グローバル化さ
れた社会と経済状況において重要となる能力
であると言える。最終的に、高等教育機関に
おける英語教育は、自分と自国文化を再検証
し、分析し、情報として発信する発信力の養
成と、英語を使った世界との対話力（コミュ
ニケーション能力）の育成を目的とすべきで
ある。
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　将来的に、大学などの高等教育機関の一部
は、インターネットを介した「オンライン教
育」の形に姿を変える可能性もあり、そこで
は一部の講義が英語で行われるようになる可
能性もある。海外からより多くの優秀な学生
を受け入れ、人材と教育の「世界市場」で高
く評価されるような学生を輩出するには、広
く学生を集め、一部の講義をオンラインで実
施し、英語で講義を行い、透明性の高い評価
システムで成績を出す必要がある。グローバ
ル市場のニーズに迅速に対応した大学だけが
生き残り、それ以外は淘汰されていくであろ
う。少子高齢化社会の日本では、大学の生き
残りにおいても、イングリッシュ・ディバイ
ド（英語による格差）が明暗を分けることに
なるかもしれない。
これからの英語学習
　情報革命により、21世紀には情報技術が個
人の生活にまで浸透し、コンピューターとイ
ンターネットが重要な社会インフラとして普
及し、成熟した情報社会が到来した時点か
ら、コンピューターのプログラミングに用い
られる英語は世界の公用語として圧倒的な立
場を確立し、いまや「世界語」として認識さ
れている。さらに日本語の文字数や単語数に
比べたら比較的簡易で習得しやすい文字や文
法も、英語が国際語として活用されやすい要
因となっている。例えば、同じヨーロッパの
言語であるスペイン語や、フランス語、ドイ
ツ語に比べても、英語の文法は簡潔で例えば
男性名詞や女性名詞などの名詞の使い分けは
無く、冠詞を変える必要もない。（スペイン
語では、「手」を意味するmanoは女性名詞であ
り、女性名詞につく冠詞laをつけてla manoと
なるが、「足」を意味するpieは男性名詞であ
り、男性名詞に使われる冠詞elをつけてel pie
と言う。英語には、そういった冠詞や名詞の
使い分けは無い。）このような理由から、英
語の世界語としての立場はデファクト・スタ
ンダード（事実上の標準）となっており、英
語の習得は将来の日本人にとっても必須事項
となる。また少子化の進む日本社会において
縮小する人材とマーケットを補完する存在と
して外国人労働者の流入は避けられない現象
であり、海外の優秀な人材がより多く流入し、
その能力を十分に発揮するためにも、日本人
自身の英語能力の向上が欠かせない。さらに、
日本企業が海外で経済活動をする傾向にも拍
車がかかるであろう。東京から名古屋に転勤
するように、東京からシンガポールやバンコ
クやマニラなどへ異動することも当然増えて
くるだろう。その上、生まれた国や地域に関
わらず、より良い仕事と生活環境を求めて世
界中を人々が行き来することも増えてくると
考えられる。このような環境下において、英
語の習得は国家と個人にとって生き残りをか
けた重要戦略であり、日本の小学校の英語教
育には音声と綴りの学習を中心とした体系的
な語学教育カリキュラムが求められている。
　また、語学能力の向上は、異文化理解の礎
となる。外国語が理解できて初めて、外国の
文化や考え方、生活習慣の違いなども理解し、
意見交換ができるようになる。様々な国の人
と会話をし、意見を交換できるようになるこ
とで文化の違いや生活習慣の違い、そして考
え方の違いにも理解が深まる。そのことが契
機となり、自国の文化や伝統にも新たに注目
が集まる可能性も高い。グローバル化が進む
現代社会で、外国語能力の向上と異文化理解
は表裏一体の関係であり、激しい市場経済の
荒波の中でも欠かせない能力となると言え
る。
　さらに言えば（外国語学習だけではなく、
どの教科の学習過程でも当てはまることだ
が）学習者の「能力」を高めることは、学習
者自身の「自尊心、自負、自信」などを刺激
することもにつながる。例えば、英語の成績
（能力）が高いことが、強い自信や自尊心を
作り出し、どんな場面でも自信を持って意見
を発表できるような姿勢と個性をつくり出す
ことがある。逆に言えば、英語の成績（能力）
が低いことが、場合によっては「自分は（外
国語の）能力が低い」という劣等感を作り出
し、成人して社会人になった後も海外勤務を
拒んだり、海外からの電話の応対でさえ尻込
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みしてしまうような消極性の原因となること
もある。日本人は全般的に謙虚でシャイ（恥
ずかしがり屋）だと言われることも多く、国
際的な場面では消極的だと批判されること
もあるが、このような消極性の背景に、外国
語の能力に対する劣等感が潜んでいるとした
ら、それは教育現場の課題であり根本から変
えていく必要があるだろう。
　英語力を高めることは、世界に対して自分
の考えを主張する情報発信力を鍛えると同時
に、世界中に拡散する英語で書かれた情報
に対するアクセス権を手に入れ、それらを吟
味して世界の人々と直接、対話するコミュニ
ケーション能力を高めることにもつながる。
また、英語を学ぶことで異なる文化や習慣に
対する理解を深め、それらを自分自身や自国
の文化、風習と比較することで、二元的（ま
たは多元的）なものの見方を身につけ、比較、
分析力を訓練することにもつながる。その中
で、自分自身の文化的、民族的アイデンティ
ティをより鮮明に自覚することも多い。そう
いった体験を積み重ねることで、消極的で内
向きな思考傾向を、より外向きで活発な風潮
に変えていくことができるかもしれない。何
よりも、まずはEnglish Devide（イングリッ
シュ・ディバイド、英語による格差）の拡大
を防ぐことが先決である。
　このように考えると、（特に小学校におけ
る）英語の適切な学習方法の構築と、英語能
力の向上は日本社会を形成する精神性の部分
にまで大きく影響を与えていると考えること
ができ、ますます激化するグローバル市場に
おける国際競争、そして国際協調の時代に見
過ごすことのできない大きな課題として立ち
はだかっている。
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